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特 に 蒙 古,チ ベ ッ トのQ刺Q16医 学

木 崎 国 嘉

現在 は ミシル クロー ド・ブー ムミ といわれ,シ ル クロー ドに関 した情報が巷 に充満 して

い る。

そ もそ もシル クロー ドとい う言葉 は1877年 刊行 され た ドイツの心理学者Ferdinandvon

RichthofenのChinaの 第一巻 に,Ders,caberdiezentralasiatischenSeidenstrassenbis

zum2.Jh.n.Chr.と い う記述が あ り,そ の ドイツ語のSeidenstrassenが 英語 に訳 さ

れてSilkroadと な った もので あ る。 中央 アジアを 中心 と した東西交流 の道を ヨー ロ ッ/¥°

側か らみた呼 称 とい うこ とがで き る。

なお,Asiaと はア ッシ リア語 のAbu,つ ま り日出 とか東 方 とい う意味 を もってお り,

絹 は漢代 以前か らセル,ま たはセ レスの名で西方 世界 に知 られて いて,驚 くべ き高価 な布

であ り,そ れ は漠然 とChinaそ の ものを も指 して いたのであ る。

このユー ラシア大隆横断 の道 の ひろい呼称 シル クU-一一ドは,東 方か ら見 ると陶磁,ブ ド

ウ,ク ジヤ ク,紙 ガ ラス,蓮 華の道で もあ ったわ けで ある。

それ にはいろいろのルー トが あ り,そ の主 な ものは 一

まず 中央 の砂漠地帯 のオ アシス道を綴 りなが ら行 く一 オア シス ・ルー ト

北方 の草原地帯 を結 ぶ 一 ステ ップ ・ルー ト

南方 の海洋沿岸 の マ リン ・ルー ト

そ して その各 々に も数多 くのバ イパ スがあ る。

その起点 とな るのは西方で は現在 の トル コの イス タンブール,東 方 はだ いたい敦煙 と考

えて いいだろ う。

20世 紀最 大の歴史家 といわれ る トイン ビーは,文 明を分類 して十字路 の文 明,終 着 駅の

文 明 と したが,シ ル クロー ドはその うち代表的 な十字 路の文明 とい うことが で きるので は

ないだろ うか。

この ヨー ロ ッパ ー ア ジアに またが る 古代 ルー トはBC2世 紀,漢 の武帝 は 西域 を平
ケ ン

定,月 氏 と結んで飼奴 を討 つため張鷹を使者 に送 った(BC139年)こ とが 司馬遷 の ミ史

記ヤ にあ り,西 方か らはア レキサ ン ドロス大王 の東 征な どが契機 とな ってい るが,勿 論 も

っと以前か ら,人 類 のあ くな き探険欲 と,経 済 的の欲望か ら交流 はあ った とす るのが 当然

で あ ろう。

1900年,タ クラマ カン砂漠,ロ ブ ノールの西 の ほと りで ス ウェーデ ンの スウェ ン ・ヘデ

ィンが桜蘭(BC1世 紀 一AD4世 紀)の 跡 を発見 し,住 居跡,仏 殿 跡,墓 地が あ り,多

くの遺物や本簡文書 を採集 し,ミ 美 しさ限 りな き女王ミ の ミイラを発見 した。

大谷光瑞 は1902年 ～1915年 に亘 り3回,探 険隊を派遣,橘 瑞 超は1908年 と1910年 に多 く

の遺物 と 築李柏文 書ミ を発見 した。

イギ リスの スタインも1906年,更 に1914～1915年 に探険 した。
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シル クp一 ドは ヨmッ パ側か らいえば ,オ リエン トか ら,絹(そ の他 スパ イス,金,

宝石)の 伝 え られ る道で,オ リエン トとは ラテン語のOriens ,つ ま りOrior(昇 るこ)の

派生語,太 陽 の出る ところ,東 方を意味す る。 西洋はOccidentで ラテ ン語 のOccidere

(没す る)の 現在分詞C}ccidensか らの派生語,太 陽の没 す るところ ,西 方 を意味す る。

もっとも常識的な メインルー トと考 え られて い るのは一一…

洛陽(シ ナエInetropolis)一 長安(セ ラmetropolis)一 蘭州一敦煙一 ロブ ノールー桜蘭一

カシュガルー貴 山城一 サマル カン ドー カス ピ海一 コーカサ スー黒海一 ビザ ンチウムーギ リ

シアpマ,の オア シス ・ルー トであ る。

桜 蘭か ら道 は2つ に分かれ天 山南路 と天 山北路(天 山の北側)と にな る。

天 山南路 に も北 に向って天 山山脈 の南麓を オアシ スをつないで行 く西域北道 と,南 の毘

鳶山脈 の北麓を西 に進む西域南道 とにな る。

こう した ルー トの多 くの部分を 占め るのがチベ ッ ト族 や蒙 古族の遊 牧地帯なのであ る。

私 は以前か ら旅行や探険行 には三段階の ことが必要だ とい う考えを もって 来た。

その1つ は,そ の地域の歴史や地理,民 俗な どに関す る事 前の綿密 な調査,で きれ ばそ

の内の重要な部分への予備的旅行や取材 であ る。

その2は,全 地域を更にゆ っ くり時 間をかけて,見 聞 し,資 料 を集 め ることで あ るが,

この際に必須事項 は一 切の先入 感を捨 て去 り,い わば白紙 のままで記録 して くる ことで あ

る。

その3は,足 らない所 を更 に補充す る意味 の部分旅行 や取材 を行な い,多 くの文献 と対

比 しなが ら,正 確 な結論を導 き出す ことで ある。

私が シル クロー ドに魅力を感 じてか らは既 に数十年 もな り,上 記の1,と2に 関す る断

片的 な調査や旅行を重ねて きたが,あ ま りにも広範す ぎて何時 自分の考えを全部 まとめ得

るかは予想 もで きない状態で ある。

そこで今回は シル クロー ドの東西の起点や,割 合に近 時人 々が取材 で きるよ うにな った

部分の ことを割合 し,私 が3年 間に亘 って居住 し,時 間をかけて学 んだ シル クmド に大

きな役割を もつ側嚥 医学 を,中 心に記憶 が散 失 しない うちに記述 したい と思 う。幸 い1977

年8月21日 のNHKテ レヴ ィジ ョンは内蒙 古の取材 を伝えて くれ,こ れ が第2次 世界大戦

後の部分的な改革 を多少 見せて はい るものの,略 々私 の取材 当時 と,生 活 や風俗 に於て変

化 していない ことを知 り得て 勇気づ けられたわ けであ る。

シル クロー ドの うち,オ ア シス ・ルー トや ステ ップ ・ルー トの東方の起点を 出た部分 に

は,千 古秘密 のヴ ェールに包 まれ た,無 限 と悠久 を思 わす7L漠 た る砂漠 と草 原の地帯が続

き,蒙 古民族が家畜 と共 に水草 を追 って,昔 も今 も 変 らない 放浪 の遊牧生活 を 営んで い

る。

嘗て は有史以来比類を見ない強大な帝国を建設 した民族 も,其 後清朝の懐 柔 と疑満の政

策 によ り衰乏への一途を辿 りつつ あった。

大 自然の中 に時間的 にも地理的に も忘れ去 られた蒙古入は,自 然の力の前に乏 しい人間

の知恵や詐術の無力 さを知 らされ,理 解 し難い ほどの迷信 的な宗 教的慣 習の虜 とな って い

るの も無理か らぬ ことで ある。 私はた また ま戦時中に第 ユ線 の隊付軍医 と して ホ ロンバ イ

ルに3年 間生活 し,蒙 古人たち と仲好 しにな り,そ の珍奇 な 日常生活 や,伝 統 的な文化 に

接 す る機会 があ った 。たまたま彼等 の間に ラマ医学 とい う独特 な医術が あ り,そ の劇噺医

学研究所が あ ることを知 った。

一52-一



シル ク ロー ドの 医 学

その所長 ソ トノム氏は 劇噺医学のマー ランバ という最高学位を もっていることを 知 っ

た。会話に必要な ロシア語を勉強 しながら,ソ トノム ・マー ランバから劇噺医学のアウ ト

ラインを聞 くことがで き,同 様の医学が少 くとも蒙古やチベ ッ トなどシルクmド の東の

部分で行われている医療の基礎であることを知った。

私の最初の好奇心はたちまちその荒唐無稽に対する失望に変 ったが,再 転 してその内に

含蓄 される幾多の暗示 と,治 療よりも先ず予防に重点をお く東洋医学の良い面をもってい

ることや,と もすれば人間関係を逸脱 し対症療法に走 り易い傾向のある現代医学に鋭い批

判を投げるような自然療法重視に学ぶべき点があることに気づいた。

もとより非科学的な仏典を基 とした劇嚇医学に理論的根拠を期待するのは無理である。

しか し彼等は治病に関 して何か直感のようなものを持 っていて,時 として治病の捷径であ

ることも屡 々ある。自然生活中に習得 した衣食住の慣習や治療法の中に,と もすれば文化

の名の下に自然と背馳 しがちな生活を送る現代人に警鐘を鳴 らす多 くのものが存在す る。

医学ももともと先祖からの経験や,偶 然の発見が集積 したものの ヒに築かれ,そ れが科

学づけられ,理 論,系 統化されたものに,創 意が加わったものである。

劇臓医学は学問的説明はな く,表 現も原始的であるが,個 々の誘因,症 候や,内 的素因

と自然治癒力に重点をおいていることは,や やもすれば病名,病 原体の究明を過大視 し,

時には病原体がそのまま疾病の本態であるかのように見傲す行き方に反省を促すことを見

逃 してはならない。

一般的衛生状態

シル クロー ドの全般,と くにその東方地域は漂灘 とした蒼海にまこうばかりの草地 と,

砂漠の連続で,緩 やかな丘陵が波のように起臥する一望粛条の畷野である。

その気象は海洋から遠 く隔 っているのと,風 雪を妨げる高い山脈が囲続するため,定 型

的な大陸的気象である。寒暑 ともに酷烈をきわめ,ま た乾燥 しているのを特徴とす る。

1年 の大部分(9月 一4月)は バイカル湖を中心 とする高気圧の影響ではげ しい烈風が

白鎧々の荒野を吹き渡 り,生 気 も動きもない万物冷凍の長い冬である。

4月 末になって迎春花が冬の去った事をつげると春は急テンポでやって来る。萌え出 し

た牧草を百花僚乱と彩 り,生 物は生気を甦 らせ,鳥 獣は咽喉もさけんばか りの狂想曲を奏

でる。

しか し5月 の末頃か らは全大陸を覆 う低気圧の勢力圏に入 り東南の季節風が,地 表か ら

砂塵を捲 き上げ黄塵万丈の嵐の季節となる。

6月 頃か らは季節風のもた らす湿気は凝 って 奔流のような 豪雨 とな り,低 地は 沼に変

り,湖 沼や河川は氾濫する。

雨期が去ると次は連 日目も眩い烈日が輝 き,地 平線か ら出た太陽は大空を大き く孤状に

迂回 し,長 い,熱 砂の,焦 熱地獄 の季節である。

しか し8月 の末にははや肌寒い秋風落莫の季節で,9月 には初雪が烈風に乗って,冷 酷

無惨な長い冬の到来をつげる。

厳寒期になると零下40～50度 にも気温は下降す る。(世 界の寒極 シベ リアのベルホヤン

スク,オ イ ミコヤンでは零下70度 にな ることもあり,私 達の実施 したソ蒙国境の三河 ミト

レポレチエミでの寒地実験で,零 下53度 までの想像以上の寒 さを体験 した。)

しか しこの期は却 って風が止み,積 雪 も1く なり,厳 寒の日を除いては,獣 類が角や蹄

で雪を掘 り,立 ち枯れの草を食んで生命を継ぎ得 る。
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蒙古人の生活や慣習

一部の地域では近代化されたとはいって も,一 般の蒙古人は遊牧生活を営み,水 草を追

って転 々流浪 の生涯を送る。彼等にとって家畜は人間のためのものというより,家 畜のた

めの自分たちと思われるほど家畜優先の生活である。家畜は家族,財 産であり,日 常の最

も多い話題の中心でもある。
ミ今 日は

ミに代 る挨拶が ミ犬はどうですかミ というくらい徹底 したもので,20以 上の数

字の計算もニガ手の彼等が,数 千頭の羊を飼い,数 はわか らな くても,個 々の羊を覚えて

いるため1頭 で もいな くなれば気がつき探 し求める。

羊を飼 うために牧草は大切で,良 い牧草の土地を古来争奪 してきたため,領 域の決め方

も山系や河川とい うより,強 力なほうが牧草の良いところまで領有 して きたのである。

私達が生死の極地にまで立たされた ノモンハン事件の原因もこうした領域の解釈のちが

いがもとになっていたのである。

牧畜一辺倒に彼等を追いや った根拠の1つ も,劇 噺教のタブー,即 ち耕作によって土中

の ミミズを斬 り殺 してはな らないと信 じ農業を営まず,放 牧生活に徹 している。

家 屋
パオ

家屋 は移動 に便 利な包(グ ル,ロ シア語で はユル タ)で あ る。 分解,組 立て も簡単 で約

30分 で で きる。移 動には彼等 の トラック,牛 車 に積 む。 夏 は涼 しい丘陵 の東 北側,冬 は東

南 向 きの 日射 のよ く,朔 風 を避 けた 硲地 の斜面 に居住す る。 包 とは円い白いお碗 をふせた
パオツ

よ うな(ま ん じゅうe包 子 は形 が包 ににてい るか ら,そ う名づ けられ た)直 径3-5メ ー

トル,高 さ3メ ー トル ぐらい,壁 は楊枝 を矢来 に組 んで つ くり,天 井 は楊 枝を傘 の骨 の よ

うに組 み合せ,す っぽ り羊 毛製の フエル トで包 み,馬 の尾毛 を編 んだ綱 で しば って あ る。

戸 口か ら中央 は土間で,中 央 には櫨 が あ り,万 能 炊事用 の大 鍋がかか って いる。 周囲は10

cmぐ らいの床板 があ り,そ の上 には毛 皮や絨藍 が敷かれ,家 具が 置か れてい る。 出入 口は

狭 く,正 面 には祭壇 が設 けられ,こ こには心 の糧 で あ り,全 生活で もあ る劇噺 と,心 の太

陽,希 望 の源 泉ギ ンギ ス ・ハ ンの像(今 で は勿論 毛前首席)が 祭 られ てい る。天 窓が あ っ

て 採光,排 煙 の用をす る。 夏 は涼 しく,冬 は暖か く,ま った く気候 に合 った もので ある。

極寒 期 には更に その上 に フエル トを重ね る。

燃 料

蒙古,チ ベ ッ トに限 らず,シ ル ク ・ロー ドの大部分 は燃 料 として,樹 木 に乏 しい ため,

主 と して アルガ ル(獣 糞)を 用 い る。 包の周 囲には 乾 燥 した 牛糞 の山で 奇 異な光景で あ

る。 この山で貧富 の程 度がわ か る。 アルガルは羊糞が最 も上等 で火力が強 く,火 持 ち もよ

く,無 臭 で アセチ レンの よ うな光芒で よ く燃 え,次 は牛糞が最 も多 く用 い られ,ラ クダ糞

が最下等,と もに刺激 性 の臭気 と煙 がで る。

被 服

被服 は 中国一般 の に比 しややゆ るやかで,右 前 であ る。 ズボン(ウ ム ド)を はき,そ の

上 に上衣 を着 け,鮮 黄色 の帯 を房 々と結ん でい る。 女性,子 供 の服 も同 じよ うな 型で あ

る。獣 皮でつ くった靴 をは き,寒 い季 節 には更にその外 に羊 毛で足 を巻 いて い る。 夏は二裸

足 の者 も少 くない。衣服 の材 料は主 に羊 皮で,そ の外 に商 人か ら購入 した布 を用い る。

い ったん身 に着 けたが最 後,破 れ るまで,洗 濯は勿論,更 衣 もせ ず,垢 と脂 で黒光 りに

な って いる。 しか も衣服 の一部が タオルか ら食 器拭 き,雑 巾の役 まです る。

誕 生時 に塩 を とか した温湯で産湯 を使 ったあ とは,身 体 を清拭 した り,入 浴 す ることも
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殆どない。 こうした人達がせまい包内で家畜なども入れて密集生活を しているので不潔さ

は感嘆のほかない。 これは水を神聖視する宗教的な信条,つ まり水を濫費すると死後は魚

に生れ変 るという迷信のためである。

食 物

主食は羊であって,牛 馬豚鳥が稀に用い られる。牛馬は飼育の目的が,牛 は運搬用,馬

は乗用(靴 がわり)で,肉 を用いるためではないが,乳 汁は盛んに利用す る。豚は仏典に

は食べて もいいとな っているそうであるが,あ まりいなか ったのと嗜好に適 しないので,

一般的には用いられない
。

要す るに正式の食事 とは羊を食べ ることで,客 を遇す る時などは必ず これを供する。

尾の脂肪分の多いところが上等で,頭 か ら尾まで完全にそろった,な るべ く大きいのを

提供す るほど相手に対する尊敬を表わす。 これを軽 く水煮 にして,各 自が腰に吊っている

蒙古刀で削って,岩 塩をつけて食べ る。貯えるにはまず塩漬けに し,日 光に当てて乾燥す

る。冬なら数分で完全な冷凍肉になる。

蒙古人は肉食の時に必 らず臓器 も血液も摂取 し,栄 養素の偏 りを防いでいる。

鳥や卵 も食べるが,卵 は一部の人には仏典 によって タブーである。魚類はブ リヤー ト族

の一部は食べ るが,一 般には食べ られない。 その理由は,彼 等が 神聖視する水を護 る仏

(ボルハン)の 使者が蛇であり,そ の化身が魚であるとの迷信に基 く。

飲料には牛乳や山羊乳が盛んに用いられ る。また牛乳は酸傍子(ア イラク)と いって酸

乳,つ まり乳酸醗酵 した軽いアル コール飲料 として用い。黄油(シ ヤラ ・タラソ)と いう

バターやウルムというチーズに したり,ホ ロー トとい うヨーグル トなどをつ くる。またこ

れ らのものは物 々交換や貨幣のように用いられる。

牛乳や羊乳などを醗酵させて乳酒を醸造する。 馬乳か らのものが 有名な 馬侃酒(ク ミ

ス)で,古 来結核の予防,治 療の特効薬と考え られ,ロ シア人はそのまま,ま たは近時は

民間薬再発見の見地からス トレプ トミチンやチボン(チ ビオン)と 併用 している。

穀物 も小麦がアフガニスタン付近が原産地でもあ り,イ ン ドなどか ら製粉 したいわゆる

チ ャパテイ(お 好み焼風 未醗酵パ ン)な どの形式で,広 くシルクロー ドで食べられてい
こうりやん

るが,蒙 古で はふつ うは茶 の中 に入 れて嗜好 品 と して用 い る程度 で,高 梁,大 豆,粟,小

麦 等を妙 米(ホ ー ルサ ン ・ボダー)と い う。 一部 の蒙古人 は チ ャパ テ イ風の メ リケ ン粉 パ

ンを食べ る。 コー カサ ス人 の食 べ るマ マ リーガ は小 麦 や トウモ ロコ シ(コ ー ン ・ス ター チ

風 に したの もあ る)な どの雑穀 を チー ズ とともにチ ャパ テ ィ風 に した もので あ る。

野菜 は殆 ど食 べ ない。 泊 分 たちは家畜 じゃな くて 入間だ。草 なん か食べ るものか ミ と
にら

い うプライ ドがそ うさせる。 しか し葱などを稀に生食の形で薬味に使 っている。調味料に

は塩を用いる。 これは古 くか ら重要視 され,各 旗(旗 とは政治的な1区 画)に ある塩湖か

ら岩塩を採取 して用いてい る。 ダブスノールやホインゴール(ノ ールは湖沼,ゴ ールは河

川)北 岸のものは有名である。

こうした以上の食物を日に数回分散型に摂 るが,羊 を食べる時(1日 に1～2回)だ け

を食事 という。

茶

茶(チ ャイ)は 古来非常に重要視 されている。

明の嘉靖の年代 に　鞍の大王 アル タン ・ハンが西海か ら山西にかけて猛威を振い,明 が

滅亡に頻 した時,明 か ら茶を絶たれたため忽 ち戦力を失い,縛 茶を供給 してもらうのを条
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件に帰順 した くらいである。茶を供給 しなければ獲得 しようと中国内地に侵攻するし,一

種族にだけ供給すると,忽 ちその種族が強力になり,全 種族を支配 し,や はり中国内地に

侵攻 して くる。故に漢人の蒙古人政策は,彼 等を分割 して互に牽制させるため,茶 を公平

に,必 要最少限度に与えることが秘策であった。

彼等の用いる茶は縛茶で,主 と して南支か ら輸入 され る。縛茶とは茶の葉や茎を レンガ

状 に圧搾 したもので,こ れを臼で挽いたり,小 刀で削 って,牛 乳や羊乳と少量の塩を加え

て煮 る,い わば ミルクティの型で飲用す る。

肉食を主とする彼等がこれによって しらず しらずの間に,生 体内 ミネラルの恒常性を保

ち,同 時にビタ ミンCを:補 給 しているわけで,縛 茶を用いることは彼等には最良の乾燥野

菜を用いていることになる。1日 数回も4～5碗 ずつ喫茶す る風習をもっている。

煙 草
か と

煙草(タ ムヒ)は 愛好され,子 供 も公然 とくゆらせたり,嗅 煙草入れを腰にさげたりし

ている。葉煙草 よりむ しろ嗅煙草(ハ ム リン ・タムヒ)が 常用 される。葉煙草はきざみに

しキセルで喫煙する。 煙草入れに容れ,腰 に下げる風習は 日本の時代物映画のようであ

る。嗅煙草は小 さな扁平な瓶様の容器に入れ,栓 につけられた小匙です くって嗅 ぐ。その

容器は高価を競 った もので,挨 拶の時などには相手 に嗅煙草を提供 し合 う風習がある。

水

水は乏 しく,貴 重なものである。湖沼はあって も半数以上はアルカリ性が強 く,藻 類も

生えず,魚 も住 まない し,付 近 に草木も生長 しない。勿論飲む こともできない。 日本で想

像す る清水 とはほど遠 いもので,私 は現地の子供が湖や川の絵を描 く時に水を褐色に彩色

す るのに驚いた。飲水は主 として枠井に依存 している。水質は悪 く,量 も少 く,多 くは黄

白色に濁 り,浮 遊物も多 く,石 灰塩類,ク ロール塩類,硝 酸,亜 硝酸,鉄 分などが例外な

く検 出せ られる。枠井は水深が僅か1m内 外で,多 くは入 口部が地平面よ り低位 にあり,

家畜の飲みこぼ し水,糞 尿,不 潔物,腐 敗物等が流れこむ。稀にやや清澄 な湧水がみつか

れば神聖視 して礼拝す る。彼等は決 して生水を飲まず,茶 に したり,沸 か したものを飲む

ため有害なものや,病 原体も除毒,消 毒され,健 康を保 って行けるのである。

劇 嚇 教

発源地はチベ ットであるが,蒙 古では深 く人心の奥深 く食い入 り,生 活基準のすべてが

劇噺教で ある。それは清朝が勇猛,殺 伐な蒙古族を精神的に去勢 して無気力にさせ る目的

に利用 した こともあるらしい。

嘲臓教 とは無上,す なわち優者の意である。要す るに仏教ではあるが,偶 像崇拝の怪奇

な宗教である。家族の1人 が出家す る事によ り九族が救われるとのことで,来 世の幸を祈

るため,長 子以外の男子は悉 く出家 させる(こ れがいっぽうで人口増加を抑制するのに役

立っている)ま た莫大な資材を喜捨 して豪華な寺院を建てる。荒漠,単 調な大平原の中に

龍宮のような劇噺廟を忽然 と見出す時は,お 伽話の絵本をみ る感がある。

この中に人 口の半数に近い僧が居住 している。大多数は(現 在はちが うそうであるが)

無智文盲で,聞 き覚えの教文を唱えた り,鐘,太 鼓,笛 を意味 もな く鳴らすのが仕事,あ

とは徒食,無 為の生活を営む。彼等が葬祭,訴 証,教 育の役をつとめ,疾 病を治療する医

師で もあるため崇教 されている。生産活動はせず,原 則 として妻帯 も禁 じられている。閑

居 して不善を為す連中も多いため何回か反宗教運動,時 としては力を以って このそれす ら

も狂信に近い強い宗教心をゆるがせなか ったのである。
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大 海 のよ うな砂 漠 に生 れ育 ち,原 始 の ままの生活 を送 ってい ると,自 然 の猛威 の前 での

人智 の はかな さ,人 間 の無 力 さを知 り過 ぎて い るたあ,必 然的 に 宗 教 に 慰安 と希望 を求

め,狂 信 の殻 の中 に閉 じこも り,自 然 に反抗 して生活 を 開拓 して行 く煩 わ しさを避 け,黙

々 と自然 の節理 に従 う安易 さを撰択す るのは当然 の帰結 で ある。

これ に乗 じて 伝統 的な威 力 と魅 力を も って 望む のが劇 噺教で あ る。

嘲 噺 医 学

嘲 噺 医

総て の劇 噺僧が 医術 を行 うので は な く,園 噺 医(エ ムシ ・ラマ,エ ム=薬,医 学)が 行

う。 エ ムシ ・ラマは チベ ッ ト語 のマ ンブ ダサ ンとい う医学校 が大RAJ廟 に付 属 して お り,

こ こで23年 間 も修 学 し,は じめて 正式 の エム シ ・ラマの資格 が与 え られ る。

嘲 嚇の医典 はチベ ッ ト語で書 かれて い るので,チ ベ ッ ト語 の研究 か らは じま り,初 等 科

(ト ドジンダ),中 等科(ド ム ダジ ンダ),高 等科(ガ ール ンジ ンダ)と 次 第 に修 業 を積む

間 に診断 学,治 療 学等 を研鎭 し,厳 重 な終末 試験 に合格 した者 が マー ランバ とい う最高 学

位 が与 え られ る。 しか しこ う した正 式の は ご く稀 で,普 通 の劇 噺廟 に数人 い るエ ム シ ・ラ

マは勿論 無資格 で,先 輩の あや しげな魔法 医学(マ ジ ック ・メデ ィ シン)を 見習 って 行 う

のは まだ ま しな部 類で あ る。

私 の滞 在当時 の ホ ロンバ イル に曲 りな りにも医育機 関の あ った廟(ス ム)は7に 過 ぎな

か った。 ア ラシ ャン,ウ ブ トク,ア ッサ リ,シ ラ ノジュインヂ ュ ン,ナ マ ゴ リイン,ホ ー

チ ンバ ランガ,ウ ー リッ トの各 ス ムで あ る。

嘲噺医学 の経典

原 始時代 にはす べて の民 族を通 じて,疾 病 を神罰 や悪鬼 の しわ ざ,或 は妖術 や呪祖 のた

め と迷 信す る。 そ して 医神 な るものが存在 す る。 これが 魔法 医学,宗 教 医学 の特徴 で あ

る。詳 述 を避 けて 先 きに進 も う。

嘲 瞭医学 は劇噺教 とともにその源 泉を チベ ッ トに発 し,オ トチ とい う仏(ボ ルハ ン)の

著 した医 学 に関す る仏教 教典が すべて の基本 にな って い る。 オ トチ ・ボ ルバ ン教典 は チベ

ッ ト語 で書かれ て いて,ド ルベ ン ・テ ス ン ・ス ドル(4つ の根 本経)と い う。

そ の4つ とは,病 理 学,衛 生 学,治 療学,薬 物 学で あ って,教 義 の根 本 は,疾 病 に罹 る

のは精神 が完全 で ないため,す な わ ち人 間は天性 愚昧 で あ って,迷 いや欲望,煩 悩,怨 怒

な どの悪い精神 の ためで,こ れを 治療す るには まず祈祷 が大切,他 のすべ ての療 法 は これ

を補足 す るため に併 用す るのだ とい う。

人 体 の構造

オ トチ ・ボルバ ンに依 ると入間 の身体 は5つ の物 質か ら成 りた ってい るとい う。 す なわ

ち一 土(シ ョロイ),水(オ ス),火(ガ ル),風(ヒ イ),空(オ グ トロゴ イ)で,こ れ

らが 互 に相生,相 剋 して平 衡調和 を保 って い るものであ るが が何れ かが増 加,減 少,消 失

したため相 互間 の平衡調和 に破綻 を きた した時 に疾病 に罹 るとい う。

この考 えは古代 イ ン ドのバ ラモ ン(BC1500年 頃)に 天地 をつ くる4要 素 と して地,

水,火,風 を考 え,仏 教で も地水火風 を4大 と呼 んで い る。 中国 の漢 民族 の文化(BC

2000年 頃)で 医神 といわれ る神 農 と黄 帝が 医方 をつ くった背景 の陰陽5行 の思想 の5行 は

木火 土金 水を い う。 ギ リシヤの エ ンベ ドク レスの宇 宙構成4元 説(火,水,空 気,土)を

考 え,心 臓 左 心室 には精気(プ ネ ウマ)が あ って 動脈 を通 じて体 に送 られ る と考 えた。 そ

の精 気が風(ヒ イ)に 相当す るか も しれ ない。 シル クpド を通 じて東 西南北 の文 化の交
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流が こ う した思想 を生 んだ もの と考 え られ る。

解 剖学的,生 理 的知識,殊 に臓 器 の位 置,機 能 に関す る ものは,貧 弱で,曖 昧,不 正確 を

きわめ,黄 河 文化 の影響 で5臓6賄 説が行 われ,そ れ はだ いたい漢方 医学 の流を掬 む もの

で,た とえば心臓 は風 の臓 器 とい う。精神 の存 在す る場 所 は心臓 で あ るとい う。 その理 由

は悲哀 や恐怖 に よ って心臓が 痛み,喜 悦 に よって 心臓 が躍 るで はな いか,と 考 えて い る。

イギ リスの天才 ウィ リア ム ・ハーヴ ェーに よ って血液循 環 の理 が発 見せ られ るまで,動

脈 には精 気(プ ネウマ)が 含 まれて い る と,ギ リシヤ医学や ロー マのガ レノスの説が信 奉

されて いたわ けで あ るが,蒙 古,チ ベ ッ ト医学で は動脈 には元気 のい い血 液が 充満 し,血

液 の循環 す るこ ともわか って いたの だ とソ トノム氏 は力説 して いた。

人体 には4種 類 の脈(脈 管 の意味)が あ る。 赤 い脈,黒 い脈,青 い脈,白 い脈 で,

赤 は動脈,黒 は静 脈,青 は リンパ管,白 は神 経 の ことを指す ら しい。

病気 の種類

病 原論 か ら病気 を シ ャラ,バ ドガ ン,ヒ イの3が すべて の病 気 の基本 にな って い る。

種 々な 原因 によ って前 記の5行 の間 の平衡調 和 に破 綻が きて,体 内 に熱 が多 く蓄 積す る

とシヤ ラにな り,反 対 に冷 が身体 を支配 す る とバ ドガ ンにな る。 ヒィは シ ャラ,バ ドガ ン

とは趣 を異 に し,あ る時 は熱,他 の時 は冷 と変遷 す る,交 流電 気 のよ うな病 気で あ る。

この3種 の基 本 的な ものの ほか に

ハ ロ ンo

ハ ロンとは熱 とい う意味(有 名 な温泉 のハ ロン ・アル シ ャンは熱 い聖 水 とい う意 味で あ

る)で,ヒ イ とシ ャラが合併 した 時に成 立す る非 常 に熱 の あ る病 気 を指す。

ク ィ トゥン。

ク ィ トゥン とは冷 の意味で,ヒ イ とバ ドガ ンが合 して お こる。 全然熱 のな くな る恐 ろ し

い冷 病で あ る。

ボル。

ヒイ,シ ャ ラ,バ ドガ ンの3が 全部合 併す るときにな る重 篤 な難 病で,衰 弱 して食物 も

摂れ ず,死 んで しま うとい う。

以 上 のよ うな種 々の病気 が基 とな り,そ れが さ らに数多 くの分派病 に分 れ,さ らに分派

を繰返 して,病 気 の総数 は1,616も あ るとい うか ら404病 の4倍 もあ る。

診 断 の方 法

主 な診 断法 は3で あ る。

問診。

問診 が診断法 の大部 分を 占め る。 す なわ ち 年 齢,住 居,飲 食 の状態 や味,湿 気 の有

無,旅 行 の方角,尿 尿の状態 な ど誘 因 と思 われ るい っさいの事 を微 に入 り細 を穿 って 問診

す る。誘 因 とい うもの も,普 通 の常識 で は全 然誘 因 と考 え られ ない よ うな家畜 の挙動 や,

自然現象 まで あ り,そ れを充 分 に問い ただ すので あ る。

視診。

体格,顔 貌,顔 色,肥 痩,皮 膚粘膜 の色,乾 湿,発 疹,眼,舌,尿 尿等 排泄物 な ど。

触診 。

体 に手 を触れて 体温 や浮腫 を察 知,脈 搏 を触 れ,異 常 のあ る局所 を触 って検査 す る。

以 上 の3方 法 によ って 身体 を構 成す る5行 の うち何 が多 くな って い るか,少 くな って い

るか,ま たそれが どん な状態 にあ るかを判断 して病気 を診 断 し,治 療 にかか る。
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治療の方法

嘲瞭医学では,前 述のように,病 気になるのは,そ の精神が完全でないためと考えてお

り・この邪悪な心を医す るには何よりも祈祷を重要視するが,そ のほか2つ の方法の医療

を併用す る。

食餌療法。

まず生活規準を規正 し,病 気が軽微なときは食餌療法だけで治病する。重症のときはさ

らに厳格な食餌療法を行 う。それは絶食 させた り,食 品の種類を制限する。常食の羊肉を

やめ,穀 類の粥や,小 麦粉を摂取させたり,喫 茶だけを許す。 とくに熱のある病気には肉

類,牛 乳などを厳禁す る。

薬物療法

食餌療法だけで治癒の困難な重症には薬物を併用する。薬品は漢方薬 とよく似ていて,

鉱物質や動植物の諸材料を用い,な かでも草根木皮はもっとも広汎に利用 される。

薬草は各廟の嘲噺僧や,こ れに準ずる者が主として6,7,8月 頃に山野を抜渉 して採

取 し,こ れを乾燥 し,粉 末として貯蔵す る。

蒙古産でない薬物は中国の商人から購入す る。薬品のなかには食餌と区別できないもの

もあり,か なりあや しげな,た とえば水の中に劇瞭僧が読経後に強 く息を吹き込んだ もの

をアルシャン(聖 水)と よび,有 難がって灌頭 したり,洗 眼 した り,内 服 したり,あ るい

は得体の知れないようなもの,フ ェッチズムの産物のような薬品も数多い。

薬の調合方法はすべて経典により,銀 匙をもって内服させ る。

外科的療法

薬剤によって治 らない疾病には外科的療法を行う。これには切開や接骨などがある。そ

のほか薄刃の小刀をもって皮膚に浅小創をつける誘導療法,絡 刺法,潟 血法,鍼 灸療法,

簡単な按摩術なども行われている。

薬物の種類

薬物の種類薬物(エ ム)の 種類を簡述する。

タ ン

煎薬に用いる薬草を総称 して タンという。病気になった時主薬を与えるに先立って,そ

の主薬の最上の効果をあげるように身体の状態を調整する目的に呑ませ る。

タルハ

もっとも普辺的に用いられ る薬物であって,種 々の薬品を粉末に し,症 状に応 じて処方

した粉薬である。

普通の病気はまずタンを与え,次 にタルハで治療する。

イレルポ

粉末の薬を蜂密や砂糖を用いて固形に したもの。製法がむずか しいため普通は用いず,

薬品を永 く貯蔵す る場合や旅行にもって行 くなどの時に用いる。

トスンエム

はじめ水や油を煮沸 しておき,適 当の頃合に種 々の薬品をその中に入れ,更 に長時間煮
つめてつ くる薬。主として夏期に製造する。

この薬は体が年齢や病気のため衰弱 し,や せている者に与える特殊薬で,普 通は50歳以

上の老人にのみ用いる。

ウニスンエム
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毒 草や劇薬 を配合 調剤 し,焼 いて粉 末 に した,最 も強烈 な薬 品で,性 病治 療 に用 い る。

アル ヒエ ム

薬品 を酒 と共 に煮沸 して つ くる。 現在 はあ ま り用 い られて いな い。主 と して ハ ロンとい

う病 気 の治療 に用 い る。

エルテニ インエ ム

宝 の薬 とい う意味で,高 価 な貴重薬,不 老 長寿,無 病延 命 とか い う虫の良 い 目的で 高貴

の人が用 い る仙 薬。漢 方の人参,ト ラの性器,ジ ャコウ,鹿 葺 な どは外 来品で,嘲 噺 医の

独 自な もの と して,水 銀,金,銀,宝 石等 の製剤が あ る。 高価す なわ ち貴 薬 とい う思想。

エル テニ インエ ムの最 た る もの は水銀(ム ング ・オ ス)で ,嘲 嚇 医 の治 病 の最 後 の手 段

で あ る。 おそ ら く水銀 の美 しい色,金 属で あ るの に液 状で あ る こと,容 易 に アマルガ ムを

つ くって 固形 に な り,色 彩 を変 ず るなどの神変 摩呵不 思議 な ことが気 に入 った のだ ろ う
。

ま さか水俣病 の原 因 と して 騒がれ る とは思 って もいなか った ら しい。

ハ ンダ

薬草 の葉 や花を水 で長 時間煮 つめ濃縮 した薬 品。切 り創 な ど一般外 傷 に用 い る。

以上 の ほか に も種 々の薬 品が あ り,大 部分 は荒唐無 稽,時 には却 って有害 と思 われ る も

の もあ る。 しか し時 に は合理 的 な もの もあ り,現 代医 学 に用 い られて い る もの もあ る。

た とえば麻黄 や甘草 で,麻 黄 は砂 地 に産 し,そ の根 は6mに 達 す るの もあ るとい う。 そ

の茎が発 汗,鎮 咳剤 と して用 い られ て いる。 甘草 は宿根植 物 の根 で,甘 味が あ り,粉 末 と

して種 々の薬物 と混 じ,丸 薬 な どの賦 形薬 に用 い られて い る。 この ほか杏仁 もとれ る。 シ

ル クロー ドの うち毘 需山中の フンザ王 国の有 名 な長 寿薬 ク/¥°一一一二 も杏 の種子 か らと った油

で あ る。

以 上の よ うな薬 物が精 神的影 響 によ るプ ラセ ボ作 用 も加 わ って実 際以 上の効 果を発 揮す

るが,自 然 治癒 力(フ ィジス)に よ って治 った もの も薬物 の効果 と盲信 す るのは先進 国 と

同 じで ある。 とにか く嘲 嚇医学 では疾病 の治療 よ りも予防 に重点 をお いてい る点 は認 めて

い いだ ろ う。

主要 な疾病

非衛 生 な生活 と,非 科学 的 な考 えを もって い る彼 等で は些細 な病気 も,い つ とは な しに

宿」 とな り,致 命 的な ものに な ること も少 くない。 また い ったん伝 染病が 蔓延 した時 は,

煉 原 の火 のよ うな猛 威を逞 し くす る。 この よ うな 自然 淘汰 によ って 虚弱 な ものは天折 し,

頑丈 な ものが残 る。 先天性 梅 毒が 多 い との こ とで あ ったが,実 際 はあ ま り見か けな い。

蒙古,チ ベ ッ トの病 気 も,何 等本質 的に は異 った もので はないが,殆 ど処 置 をせ ず放 置

して あ るため,一 見珍 奇 な疾病 のよ うに見え る ことが あ る。 平素薬 な ど縁遠 い彼等 に は,

日常薬 で も驚 くべ き効果 を示す。

瞭腺 医学 では病気 とい うよ り,症 状,す な わ ち漢方 の 赴証ミ によ って治療 す るので,い

ろん な病気が1つ の証 に包含 され,同 じ病気が証 によ って種 々に分類 されて い る。

主要 な病気 は次 の とお りであ る。

ヒジ ク

伝染病 の総称 で,ユ 人が これ に罹 ると,次 か ら次え と周囲 の者が罹 る。彼 等 は同 じよ う

な病気 が他 の民 族で はそ う蔓延 しない のは,自 分 た ちに こ う した病気 を防 く・能 力が足 りな

いのだ ろ うと解 釈 して い る。

ヒ ジクの治療 に は粉 薬を与 え る。 ヒジ クに も種類 が多 くあ り,高 熱 が持続 して うわ ごと
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を言 った り,意 識がr_,;す るもの(チ フス等),痙 攣 した り,昏 睡状 にな るもの(脳 炎 や

髄膜 炎等),呼 吸 困難や咳 漱,喀xの 頻 発す るもの(肺 結核,肺 炎,気 管技炎等),下 痢が

続 き,血 便 がで るもの(赤 痢,ア メーバ赤 痢),悪 寒 と ともに高熱が週 期的 に上下 す るも

の(マ ラ リア,カ ラ ・アザ ール等)が あ る。 マ ラ リア ら しい病気 は セ シ リンク と呼 び,蛙

を生 のまま食べ させ ると,急 に下痢を お こ して治 るのだ とい う。

もっ とも恐 ろ しい病 気は タルバガ ナ ・メ レナ と呼 ばれ るペ ス トで あ る。 この地特産 の タ

ルバガ ン(モ ルモ ッ トや ウサギ に似た 噛歯類)に よ って媒介せ られ るので,こ の名前 がつ

いてい る。(メ レナは病気 の意味)。 一 度 この病気 が発生す ると止 るところを知 らず,彼

等 の為 し得 る対策 の総て は交 通遮断 に よって,病 気が消滅 す るか,地 域 の住民 が全滅す る

か を待つばか りで,地 域 の住 居,家 財 もい っさい焼 き払 われ る。 タルバガ ンその ものが こ

の病気 をお こす と考え られて い るため治 療 は少 々風変 りで あ る。 タルバガ ンは水をの まな

い動物 だか ら,タ ルバガ ンの敵で ある水 の精,す なわ ち魚 を食 べ るのがい ちば ん よい,と

されて い る。

サ ンコ

食物 か ら来 る恐 るべ き急性 病,冷 い ものや煮沸 しな い ものを摂 った り,食 餌 の不 摂生 に

よ り起 る。腹 痛,悪 心,ロ 区吐,下 痢,人 事 不省,痙 攣 等 の症状 が激 し く,そ の 日の うちに

死亡す ることもあ る。

罹病 と同時に或種 の粉 薬を与 え ると死 をまぬがれ る。 薬物 の外 に鴻血 も試 み られ る。

ハ ニ ャー ラ ック

咳漱,喀 疾,時 には喀血 し,顔 色蒼 白とな って衰弱 死す る,漢 方 の携咳 に相 当す る,お

そ ら く大部分 は肺結核で あ る。

治療 には 症 状 によ って ちが うが,粉 薬を与 えた り,動 物 の臓 器を摂 らせ た り,馬 勿酒

(ク ミス)は 古来 ハニ ャ～ ラックの特効薬 で ある。

ホルキ ロ

咽頭痛 を起 した り,咳 漱を発 す る,風 塵 期 に多発 す る病気,扁 頭炎,咽 喉等炎 を指す ら

しい。乾燥 と塵埃 が原因 らしいが,彼 等 は気 候 に馴 化 して い るの と,1日 に何回 とな く温

かい茶 をのむ ことが 習慣 づ け られて い るので,案 外 多 くない。

ノぐ ム

チベ ット語からきた病名で,浮 腫を起す病気,す なわち心臓,腎 臓,内 分泌,代 謝病を

包含す る。療法 としては薬を食べさせた り,羊 乳をのませたり,浮 腫の部分に馬の胎盤を

まきつけたりす る。

食物の種類が少 く,偏 食に傾きやすい状況にあ りなが ら,放 牧地帯に代謝病,内 分泌病

が少いのは確かに注 目すべ きことで,彼 等が動物を食べ る時に必 らず内臓や血液 も摂取す

ることにもよる。ただ熱河地方や昆需の臭地には風土病的にクレチン病がある。

寄生虫病は広 く蔓延 している。歯の病気は手入れを しないのに極めて稀で,街 に定住 し

ている者に限られている。砂糖を用いないことも原因と思われ る。

ニヤル

細いという意味で食物が通る道に狭窄がおこる病気で,衰 弱 して死ぬ。バ ドガンの1種

である。嘲噺医学にガ ンという概念があるのは誠に興味が深い。ニヤルの時には腹部に骨

のように硬い腫瘍ができるのと,軟 かいのがで きる場合 とがあるという。硬い場合 は雁の

生血をのむ と治 ることもあると信 じられ,狭 窄を開通させ る目的で水銀(ム ング ・オス)
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に或種の処置を して,の 毒性を除去 してのませた機械的に道を拓 く方法をとる。 しか し水

銀の毒性が完全に除去 されていない時は死ぬ,と うま く説明する。

ジャク

クィ トゥンの1種 で,最 も多い病気の1つ である。湿気,寒 冷期に幾日も馬で旅行する
よ こ ね

時に罹 る淋病,軟 性下措 な どの性病 で,根 治 は困難。横 疽に は酒 で羅 法す る。

トンブー

劇嚇教 とともに この地域 の2大 害毒 といわれ る梅毒 で,広 く蔓 延 して い る。 人か ら人 へ

と伝染 し,不 潔か らや性 交 によ って伝染 し,親 か ら子に うつ る こともあ る(先 天性梅毒)

とい う。 タルハ とパ ンダを用 いて治療す るが,難 治 で,1度 消失 した とみ えて もまた再現

す るや っかい な もので,彼 等 の病気 の多 くが,そ の基 に トンブーが ある ことに気付 いてい

る。

ゴ プ トノレコ"一

赤 い発疹 ので る病気 を全 部 これ に含 め る。麻疹,発 疹 チ フス,狸 紅 熱,風 疹 な どの ほか

に急 に発 熱 し,赤 い発疹 を発 して2～3日 で解熱す る風土病 もこれ に入 れ られ る。

痘 瘡は ボルハ ン ・ボーガ(仏 が 来た)と 呼 ばれ,非 常 に恐れ られて い る。痘 瘡の予防法

と して,特 筆 に値 す るのは園嚇医が 古 くか ら人 痘の種痘法 を して いた ことで あ る。(ジ ェ

ンナーが種痘法 を試み たのは1796年)。

な るべ く軽 い痘瘡患者 があ った とき,そ の発 疹の痂皮 を とって乾 燥,粉 末 に して銀 の管

を用 い,鼻 腔 に吹 き入れ る。 そのほか手痘 を用 いて の種 痘法 もあ る。 手痘 の痘 泡の膿汁 を

採 取 し,こ れ に何か わか らない薬 を混ぜ貯 蔵 して お き,布 につけて鼻腔 に入 れた り,鼻 腔

に傷を つけて植 えつ ける。

ホイ ン

寒 冷期 に多発す る病 気で,関 節 が発赤,腫 張,発 熱,痺 痛 をお こ して運 動不能 にな る。

関節炎 や筋 肉痛 をお こす,リ ウマチ,変 形 性関節炎,痛 風 もあ るか も知 れない。

彼等 は寒 冷 のため,運 動過 多や不足 に よる筋 肉の こりが原 因だ ろう と考 えて い る。 治療

にはオルガへ(迎 春花 ソ トノム氏 は ロシア語 のポ ドシュ ネジュニ ク迎春 花 ににた花だ と説

明 した)の 花 を煮沸 し,牛 乳に入れて 羅法す る。

ホルガ ン

リンパ 腺腫で,原 因について は種 々の憶測が あ る。頚部 リンパ腺腫(る いれ き)な どは

知 らな い うちに ネズ ミが忍び こんだため に起 ると考 え られ,お び き出す ために ネズ ミの胎

盤 で湿布 した り,痩 孔 がで きた ときには鵬香 をぬ る。

ノ＼ ム

頑癬や湿疹などの皮膚病。水を神聖視 して洗濯や入浴を しないためと包内での密集生活

などのため罹ってないほうが珍 らしい。初期の3日 間我慢 して爪で掻かなければ治癒す る

と考えられている。療法は豚脂に漢人か ら買った硫黄を混ぜて塗 る。

ニ トニブシン

眼病である。 中で も トラコーマが蔓延 している。 風塵,不 潔,光 線が強烈すぎるため

と,包 内でのアルガルを燃料 にするので刺激性の煙が発生す るためニ トニブシンに罹って

いないほうが例外である。風塵期に多発 し,伝 染 しやすいニ トニブシンをガムシホ(急 性

結膜炎?)と いう。雪盲が少いのは,よ く雪になれているのと,多 くは色眼鏡を使用 して

いるか らである。また蒙古には眼の中にとびこんで眼病を起させ(産 卵 して?)る1種 の
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蝿 があ り,放 置 して お くと失明 して しま う。 これ の対策 は直 ちに砂 糖を眼 に入 れ る とよい

のだそ うであ る。

ガル ズ

犬 に咬 まれてお こる水 の飲 めな くな る病気,恐 水病 で ある。治療 には毒 の ある,玉 虫に

似 た昆虫 を銀 の針 で刺 し殺 し,そ の まま暗所 で乾燥 し,こ れ を強烈 な酒 に混 ぜて服用 させ

る。

ボルガ ナネ ウブシン

ポルガ ナ とは ネズ ミの こと,ウ ブ シンは病気,つ ま り鼠咬症 であ る。 いろい ろの療法 が

あ るが,な か なか治 らず。 時 には自然 に癒 ることもあ るとい う。

ガルモ ゴ イ

皮 膚の小 さい傷 か らお こる鮮紅色 の境界 明瞭な斑 を現 わ し,悪 寒,戦 凍を伴 って高熱 を

発す る病気,す なわ ち丹毒 を指す。治 療 には山羊 の大網膜 の脂肪で 湿布す る。

この動 物 の大網膜 の脂肪で の湿布 は,材 料 の少 い,こ の地で は便 利で,私 も捻挫 や炎症

の患者 にや って 見たが,し ば しば好結果 を得 た。

オールガル

何 ものか に怯か された り,恐 怖 を感 じた後,精 神 の異常 を 来た し,う わ ご とを い った

り,幻 覚 をお こ して怯 え た り,動 物の しぐさを まねた りす る。 動物 漏依(つ き もの)や 分

裂 病の よ うな ものを い う。 治療 は もちろん,{,,..き落 しのための,祈 祷 が主 にな る。 そ のほ

か は安静 に包内で休養 させて お く。

サ リサ ウブシン

サ リキ とは風 ウブ シンは病。 こんかん の様 なのや,半 身麻 痺や痙攣 等の総称。 発作性

の とき急性 に一度 にお こるの とが ある。 トンブーが 原 因にな って い る事 が多 い。

療法 は加持祈祷が主 で あ るが,変 った療 法 と して,患 者 と山羊 などを並立 させてお き,

学徳高 い劇噺僧 に祈 祷 して もらうと病気 が人間か ら動物 に移行 し,次 第 に患者 と同 じ動作

をや るよ うにな って,人 間は治 る。(迷 惑 なのは山羊 であ る)。 また人 間や動物か ら メ リ

ケ ン粉 製 の偶像 に移行 させ るこ ともあ る とい う。 その ほか有名 なハ ロン ・アル シ ャン(熱

い聖水 とい う名の温 泉)な どの温 泉療法 もあ る。

以 上の ほか何 しろ1616種 も病気 があ るので,と うて い覚 え切 れな い。 なお極寒期 には彼

等 に も凍傷 がお こる ことが ある。

結 語

以上が シル クp^一一ドに古 くか ら関心を もった私が,劇 嚇教支 配下の地域 での医学 につ い

て,拙 い ロシア語で,園 嚇医 の ソ トノム氏 か ら伝 えて も らった劇噺医学 を,わ ずか に残 っ

た備忘録か ら想 い起 した記録 の一端 で あ る。

陳舜臣,そ して藤堂 明保,司 馬遼 太郎,団 伊玖 磨,井 上靖,宮 川寅雄,東 山魁夷,中 島

健 蔵氏な どが ウイグル(タ クラマ カン語 の ミ入 った ら帰 ることので きぬミ)へ 行 き手記 を発

表 したのを 見た。私 もまた何時 の 日にか シル クロー ド全 般 の医 学探究 の機会 が訪れ ること

を念願 して い る。

なお劇噺廟 での医学 資料 は先方 の好意 で,写 真 に撮 らせて もらったが,勃 発 した戦 乱 の

ため と,空 襲 によ って 自宅 が焼失 したた め散逸 した のは残 念で あ る。 その殆 どはカ リフォ

ルニ ア大学 のTibetanMedicineの 挿絵 と同 じもので ある。
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